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　ある条件を満たす組み合わせを探す問題において、「組み合わせが存在するか」だけでなく、「組み合わせは

全部でいくつあるのか」「どのような特徴があるのか」を知ることが重要な場面があります。たとえば、システ

ム設計において起こりうる障害パターンの全体像を把握する場面や、制約のある中で作成可能な設計案の多様性

を評価する場面が挙げられます。こうした課題に対して、本研究では効率的な分析を可能にする計算技術の開発

に取り組んでいます。

　具体的には、論理式の充足可能性問題（SAT）の枠組みを用い、条件を満たす組み合わせの総数を数え上げる

「モデル計数ソルバ」を開発しています。この計算は一般に非常にコストが高いですが、効率的なアルゴリズム

と実装により高速化を目指しています。また、組み合わせ

の集合をd-DNNFと呼ばれる形式で表現する機能も実装して

います。この表現を構築しておくと、新たな条件が追加さ

れた場合でも、最初から計算し直すことなく効率的に再計

数・再列挙が可能になります。最近はこの技術を用いて、

レプタイルと呼ばれるタイル敷詰め問題において、約60桁

という膨大な数の可能な組み合わせを持つ問題の分析を行

いました。

　多数の条件や制約がある状況で、可能な選択肢全体を効

率的に把握し分析する技術は、設計検証における信頼性分

析や組合せ最適化の分野での活用が期待されます。
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